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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロック構造部（１）に移動可能に設けられた少なくとも２つの撃鉄（２，３）と、
　撃鉄（２，３）のそれぞれに対して設けられ、発火準備位置で撃鉄（２，３）を保持す
る働きをする撃鉄ホルダ（６）と、
　引き金装置と、
を備え、
　引き金装置は、
　撃鉄（２，３）のそれぞれに対応して設けられた掛け金（７）と、
　引き金（８）と、
　最初の弾丸が発射された後で、まだ解放されていない撃鉄の掛け金（７）に引き金（８
）を自動的に連結する切換機構（２７，３１）と、
を含み、
　切換機構（２７，３１）は、
　ロック構造部（１）上で移動できる切換要素（２７）を含み、
　切換機構（２７，３１）において、引き金（８）によって駆動できる揺動片（３１）は
、切換要素（２７）上に移動可能に設けられ、かつ、両方の撃鉄（２，３）の発火準備位
置において掛け金（７）と離れた位置し、更に、揺動片は、最初の弾丸が発射されるまで
は、２発目の弾丸が発射されないように第２の撃鉄に作用する掛け金と係合しない、多砲
身小火器のロック装置であって、
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　切換要素（２７）に設けられた振子錘（４４）が揺動片（３１）に連結されており、こ
の連結において、切換要素（２７）の加速または減速の作用で振子錘（４４）が所定の開
始位置から偏位することによって、揺動片（３１）と掛け金（７）の距離が増加し、これ
により揺動片（３１）と第２の撃鉄に作用する掛け金（７）とが係合しないようにして、
２発目の発射がされないように構成されることを特徴とするロック装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のロック装置であって、揺動片（３１）は、切換要素（２７）に対して
移動可能であると共に横軸（３２）を中心に回転可能に構成されて切換要素（２７）に配
置されることを特徴とするロック装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のロック装置であって、揺動片（３１）の横軸（３２）は、切換要素（
２７）を貫通して延びる溝（３３）内で移動可能にガイドされることを特徴とするロック
装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のロック装置であって、振子錘（４４）は、圧縮ば
ね（３４）によって前方に付勢される揺動片（３１）によって、所定の開始位置に押し付
けられることを特徴とするロック装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のロック装置であって、揺動片（３１）は、掛け金
（７）の後方延長部（１８）の下に嵌るノーズ部（３５）を含むことを特徴とするロック
装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載のロック装置であって、振子錘（４４）は、切換要
素（２７）の対応する開口（４６）内で、ガイドピン（４５）によって回転可能にガイド
され、更に、ピン（４７）によって軸方向に位置決めされることを特徴とするロック装置
。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のロック装置であって、振子錘（４４）は内側に突
出する調整カム（４８）を含み、調整カム（４８）は揺動片（３１）の側面窪み（４９）
と係合することを特徴とするロック装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のロック装置であって、調整カム（４８）は下部エッジ（５４）と上部
エッジ（５５）とを含み、振子錘（４４）が開始位置から移動する時に、下部エッジ（５
４）と上部エッジ（５５）は、いずれも揺動片（３１）を、圧縮ばね（３４）の力に逆ら
って後方に運ぶことを特徴とするロック装置。
【請求項９】
　請求項７または８に記載のロック装置であって、揺動片（３１）は、調整カム（４８）
の傾斜接合面（５１）と接触する傾斜接触面（５０）を含むことを特徴とするロック装置
。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のロック装置であって、引き金（８）には、複数の
掛け金（７）のうちの１つを選択的に駆動する摺動部（２４）が設けられることを特徴と
するロック装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載のロック装置であって、切換要素（２７）の前方
への移動を、撃鉄（２，３）の変位に関連して制御する切換部（４１）が切換要素（２７
）に設けられることを特徴とするロック装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のロック装置であって、切換部（４１）は、撃鉄（２，３）に接触す
るくさび型の押圧要素（４２）を含むことを特徴とするロック装置。
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【請求項１３】
　請求項１２に記載のロック装置であって、くさび型の押圧要素（４２）は、中心位置か
ら所定の角度でいずれの側にも旋回可能であることを特徴とするロック装置。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載のロック装置であって、撃鉄（２，３）は、下部
のロック構造部（１）の上で小火器の長手方向に移動できることを特徴とするロック装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前文に係る多砲身小火器のロック装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の銃のロック装置は、特許文献ＤＥ　１０１　１８　０４６　Ａ１により既に知
られている。この文献に記載されたロック装置は、ロックプレートの上で摺動するように
配設された２つの撃鉄を含むと共に、それぞれが撃鉄と対応付けられた掛け金と、引き金
と、切換機構とからなる引き金装置を含む。切換機構は、最初の弾丸が発射された後でま
だ解放されていない撃鉄の掛け金に自動的に引き金を連結して、引き金が第２の撃鉄を解
放できるようにする。汎用性があると共に信頼性の高いロック装置を作製するため、切換
機構は、小火器の長手方向に移動でき、回動可能な小架（rocker）が設けられた切換要素
を含む。揺動片は、両方の撃鉄が起こされた位置において掛け金から離れ、第２の掛け金
と係合しない状態にあるため、最初の弾丸が発射される前に２発目の弾丸を発射すること
を防ぐ。この既知のロック装置は、２重発射、すなわち、意図した最初の発砲後の意図し
ない第２の発砲に対して既に十分な予防措置を提供しているが、特に銃砲について、操作
上の安全性を改善すると同時に高水準の信頼性を実現することが常に希求されている。
【０００３】
　また、特許文献ＵＳ　２，３６１，５１０　Ａはニ連砲身小火器のロック装置を開示す
る。このロック装置は、旋回可能な２つの撃鉄と、撃鉄に対応付けられた２つの掛け金と
、掛け金に連結された引き金と、を含む。引き金と２つの掛け金の連結は、引き金まで水
平に移動できるレバーを介して実現される。このレバーは、その位置に応じて一方または
他方の掛け金の下に嵌り込み、対応する撃鉄を解放する。このため、レバーは、引き金ま
での横移動が可能な切換要素のボア内に軸方向に移動可能に保持されたガイドピンの前端
に配置される。このレバーは、切換要素とレバーの間に設けられた圧縮ばねによって２つ
の掛け金の方向に押圧される。案内部に対して後方に突出するガイドピンの後端には、反
動慣性ブロックが固定されており、この反動慣性ブロックは、弾丸が発射された時に生じ
る反動でレバーを掛け金から切り離す。ただし、この場合、レバーが掛け金から解除され
るのは、反動慣性ブロックが切換要素に対して後方に移動したときのみである。
【０００４】
　また、特許文献ＵＳ　４，４０３，４３６　Ａに記載される引き金機構には切換機構が
設けられ、最初に発砲される砲身を選択できるようになっている。引き金がコネクタに連
結されており、コネクタは、慣性ブロックとしても機能すると共に、引き金によって第２
の掛け金が駆動されて第２砲身から後続の弾丸を発砲するのは、第１砲身から弾丸が発射
された後のみであることを保証する。また、最初に発砲するように選択された砲身が発砲
しなかったとしても、２度目に引き金が引かれた時には第２の砲身から発砲される。
【０００５】
　特許文献ＥＰ　０　５９２　１０３　Ａ１は、２つの旋回式撃鉄と、撃鉄と対応付けら
れた掛け金と、引き金と、２つの砲身の発砲順序を選択する切換機構と、を持つニ連発散
弾銃のロック装置を開示する。この切換機構は、手動で調整できるセレクタプレートを含
み、このセレクタプレートと二又セレクタとが協働して掛け金を選択的に駆動する。二又
セレクタは、連接式に引き金と結合された反動慣性ブロックに回転可能に装着される。
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【０００６】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０１　１８　０４６号明細書
【特許文献２】米国特許第２，３６１，５１０号明細書
【特許文献３】米国特許第４，４０３，４３６号明細書
【特許文献４】欧州特許第０　５９２　１０３号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前述した形式の銃のロック装置における好ましくない二重発砲の防止策を更
に改善することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述の目的は、請求項１の特徴を持つ銃のロック装置によって解決される。本発明の各
種の優れた変形例および実施例は、従属請求項の内容で構成される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る小火器のロック装置には、射手が小火器を適切な状態で構えなかったため
に反動形成時に小火器の加速局面が著しく延びるような場合であっても、好ましくない二
重発砲が確実に防止されるという顕著な利点がある。切換要素に設けられた振子錘が、小
火器の加速局面と減速局面で切換要素に対して後方に揺動片を移動することで、揺動片の
ノーズ部と掛け金の間の距離を広げる。これにより、小火器の加速局面と減速局面におい
て揺動片が掛け金の下に嵌り込めなくなるため、２発目の弾丸の意図しない発砲が効果的
に防止される。
【００１０】
　本発明に係るロック装置において、撃鉄と点火ピンは、小火器の長手方向に直線移動で
き、その移動において可能な限り効果的に運動エネルギを利用できることに加え、簡潔な
設計を実現できる。
【００１１】
　本発明の他の詳細内容および利点については、下記において図面を参照しながら説明す
る好ましい実施形態の中で言及する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１～図５は、多砲身散弾銃の異なる動作状態にある銃のロック装置を示す図である。
図２～図５によれば、ロック装置は、隣接して設けられた２つの撃鉄２，３を含む。これ
らの撃鉄２，３は、その下側に位置するロック構造部（Baskulenteil）１のロックプレー
トの上で移動可能に案内され、一方がもう一方の上に配置された２つの点火ピン４および
５を駆動する機能を持つ。２つの点火ピン４および５は、図示しない上部のロック構造部
内で軸方向に移動可能に案内されているが、図では模式的に示し、他の部分は省略してい
る。
【００１３】
　撃鉄２，３の各々は、それぞれに対応した点火ピンばねと、保持位置と解放位置の間で
回動可能な撃鉄ホルダ６とによって動作がなされる。また、対応する掛け金７も各撃鉄ホ
ルダ６と協働して各撃鉄２，３に作用する。引き金８によって掛け金７が回動すると、掛
け金７は、各撃鉄ホルダ６を保持位置に固定するブロック位置から撃鉄ホルダ６を解放す
る解放位置まで旋回し、撃鉄２または３の前進が可能になる。保持位置において、撃鉄ホ
ルダ６は撃鉄２または３を引張位置に保持する。一方、解放位置において、撃鉄ホルダ６
は、点火ピンばねのばね力に作用している撃鉄２または３を解放するので、撃鉄２または
３が各点火ピン４または５に衝突して弾丸が発射される。
【００１４】
　引張位置までの２つの撃鉄２と３の移動は、それぞれ、ロック構造部１のロックプレー
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トに移動可能に支持され、通常、図示しない引張棒と協働する撃発準備レバー９の動作に
よって実現する。この動作において、撃鉄２，３は、砲身を下げて銃が折られた時に、引
張棒と撃発準備レバー９によって発火準備位置に移動する。図１～図５には、撃鉄ホルダ
６と、上側の点火ピン４の作動用に設けられた撃鉄２の掛け金７のみを示している。図２
～図５に示される撃鉄３にも、対応する撃鉄ホルダと掛け金が設けられる。
【００１５】
　図１によれば、撃鉄ホルダ６は、第１横置きピン１０を中心に回動でき、かつ、コイル
スプリング１１によって上側の位置である保持位置に押圧された状態で下部ロック構造部
１のロックプレート上に配置される。撃鉄ホルダ６が上に移動した位置である保持位置に
おいて、撃鉄２は撃鉄ホルダ６の上部ロックエッジ１２に突き当たり、このロックエッジ
１２によって発火準備位置に保持される。また、撃鉄ホルダ６は下部ロック突起１３も有
し、この下部ロック突起１３は、第２横置きピン１５を中心に回動できる掛け金７がブロ
ック位置にあるときに、これの前部ロック突起１４と係合する。掛け金７は、コイルスプ
リング１６によってブロック位置向けて付勢される。掛け金７は、その後端に下方に突出
する下方突出片１７と後ろに突き出る突起１８とを持つ。掛け金７の後端が持ち上げられ
ると、前部ロック突起１４が下がり、前部ロック突起１４は撃鉄ホルダ６のロック突起１
３から切り離される。これにより撃鉄ホルダ６が解放され、撃鉄２は点火ピンばねの効果
で前方に移動できる。受け片１９は、第２横置きピン１５を中心に回動できるが、引き金
８が操作されない時には撃鉄２の対応する窪み２０に嵌まっているため、引き金の操作に
よって掛け金７の後端が持ち上げられなければ、受け片１９は下向きに旋回せず、撃鉄２
が解放されることはない。このため、引き金８が操作されていない時には撃鉄２が固定さ
れ、引き金８が実際に駆動された時にのみ撃鉄２が解放されることが保証される。その結
果、更なる落下時安全機構を実現できる。
【００１６】
　前述したように、銃のロック装置は、撃鉄２について説明した一連の装置の構成要素に
対応する撃鉄３用の構成要素も含む。撃鉄３の撃鉄ホルダと、それに対応する掛け金もそ
れぞれ横置きピン１０および１５を中心に回動できる。
【００１７】
　図２に示した引き金８は、引き金軸２１を中心に回動できる状態でロック構造部１に配
置される。この引き金は、その後端に、引き金の動作を制限するピン２３を保持するため
の貫通穴２２を有する。引き金８は、その前面に、ガイドピン２５によって案内される摺
動部２４を含み、これは長手方向に移動できる。摺動部２４は、撃鉄２を動作させる掛け
金７、または位置によっては撃鉄３を動作させる掛け金の下方突出片１７と直接噛み合う
ように設計される。このため、図９ａ～９ｂに係る摺動部２４は、水平受け板２６ａ，２
６ｂ、および窪み５６ａ，５６ｂを含む。これにより、摺動部２４を相応に調整すること
によって、引き金８が上側の砲身と下側の砲身のいずれのカートリッジを最初に点火する
のかを選択できる。
【００１８】
　図８ａに示すように摺動部２４が後方に位置する場合、撃鉄２を動作させる掛け金７の
下方突出腕１７は、引き金８が操作された時に、摺動部２４の窪み５６ａに入り込む。こ
れとは異なり、撃鉄３を動作させる掛け金の下方突出腕１７は、摺動部２４の水平受け板
２６ｂと接した状態になる。引き金８が最初に駆動された時には、撃鉄３を動作させる図
示しない掛け金の後端が持ち上げられて撃鉄３が動作するように撃鉄ホルダを解放するの
であって、撃鉄２を動作させる撃鉄ホルダ６を解放する機能を持つ図示した掛け金７の後
端を持ち上げるのではない。掛け金が撃鉄ホルダを解放するため、撃鉄３は点火ピンばね
の作用で下側の砲身に割り当てられた点火ピン５に衝突する。したがって、図８ａに示さ
れた摺動部２４の位置において、最初の弾丸は下側の砲身から発射される。
【００１９】
　ただし、最初の弾丸を上側の砲身から発射する必要がある場合は、図８ｂに示した前方
の位置に摺動部２４を移動する。この場合、撃鉄２に作用する掛け金７の下方突出片１７
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が摺動部２４の水平受け板２６ａに接触し、もう一方の掛け金の該当する下方突出片が摺
動部２４の窪み５６ｂに嵌入する。引き金８の最初の駆動時に、水平受け板２６ａの動作
で掛け金７の後端が持ち上げられるため、撃鉄２を動作させる撃鉄ホルダ６が解放される
。その結果、撃鉄２が解放されて上側の砲身から弾丸が発射される。
【００２０】
　最初の弾丸が発射された後で一方の砲身から他方の砲身に自動的に切り換えるため、図
６ａ，６ｂ、図７ａ～７ｃに抜き出して示した切換機構が、２つの撃鉄２および３の下に
配設される。図６ａと図６ｂに示すように、切換機構は二又切換要素２７を含む。二又切
換要素２７は、下側のロック構造部１の該当する延長部の上でガイドされ、下部案内溝２
８に補助されながら長手方向に移動できる。二又切換要素２７は２つの平行な足部２９，
３０を持ち、その足の間には揺動片３１が設けられる。この揺動片３１は、切換要素２７
の長手方向、すなわち銃そのものの長手方向に移動できるだけでなく、横軸３２を中心と
して揺動できる。横軸３２は、切換要素２７を貫通して横に延びる溝３３にガイドされた
状態で、揺動片３１を切換要素２７の長手方向に動かす。揺動片３１は圧縮ばね３４によ
って前方に付勢される。揺動片３１の前端には、２つの掛け金７から後ろに突き出る突起
１８の下に嵌入するノーズ部３５が設けられる。図１に示されるノーズ部３５は摺動部２
４の後端と隣接するため、引き金８が操作された時に押し上げられる。
【００２１】
　切換要素２７の後面の貫通していない穴３６にはばね３７が配設され、ばね３７の後端
は図１に示すようにガイドピン３８によってロック構造部１の背面壁３９に保持される。
ピン型の切換部４１はその後端から上に突き出るくさび型の押圧要素４２を持ち、切換要
素２７の上面の窪み４０内に配置されているため、いずれの側にも所定の角度まで移動で
きる。切換部４１は、横断ピン４３によって落下しないように支持される。くさび型の押
圧要素４２は、詳細を後述するように、切換要素の位置を撃鉄２，３の位置に関連するよ
うに規定する。
【００２２】
　切換要素２７の足２９には振子錘４４が連結されており、前後に揺動できる。図６ａの
側面図に破線で示される振子錘４４は、図６ｂの上面図に示すように、ガイドピン４５に
よって足２９の対応する開口４６内で回転可能に案内される。この振子錘４４は、軸方向
についてはピン４７によって固定される。内側に突出する調整カム４８がガイドピン４５
と一体に形成され、揺動片３１の側面窪み４９に嵌入する。
【００２３】
　図７ａに示すように、窪み４９の後端には傾斜接触面５０が設けられており、振子錘４
４が図７ａに示す垂直な開始位置にある時、調整カム４８の傾斜接合面５１が接触面５０
と全面で接する。この傾斜接触面５０と傾斜接合面５１は、圧縮ばね３４によって前方に
付勢された揺動片３１によって振子錘４４が所定の垂直な開始位置に押し付けられるよう
に設計される。この位置において、揺動片３１の後端面５２は、切換要素２７の内側接触
面５３から距離Ｌだけ離れて位置する。ただし、振子錘が前後に揺動すると、揺動片３１
は、圧縮ばね３４の力に逆らって後方に押され、揺動片３１の後端面５２が切換要素２７
の内側接触面５３と接触するまで後ろに移動する。図７ｂに示すように振子錘４４が前方
に揺れた場合、揺動片３１は調整カム４８の下部エッジ５４によって後ろに動く。一方、
図７ｃに示すように振子揺動片４４が後方に揺れた場合も、揺動片３１は調整カム４８の
上部エッジ５５によって後ろに移動する。
【００２４】
　次に、上述した砲安全装置の機能について説明する。
【００２５】
　小火器が発火準備状態にあり、引き金８はまだ操作されていない場合、本発明に係る銃
のロック装置の構成要素は図１に示した位置にある。撃鉄２と図示しない撃鉄３は、それ
ぞれ対応する撃鉄ホルダ６によって各引張位置に保持される。また、移動可能に設けられ
た揺動片３１を含む切換要素２７も、撃鉄２，３の後面と接する切換部４１のくさび型押
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圧要素４２によって引張位置に保持される。圧縮ばね３４が振子錘４４を図示した垂直な
開始位置に押圧しているため、揺動片３１は切換要素２７より前方の図示した前方の開始
位置にある。この位置において、揺動片３１の前面突出部３５は、掛け金７の後方延長部
１８から所定距離Ｌだけ離れている。すなわち、揺動片３１と掛け金７は直接相手と接触
してはいない。
【００２６】
　引き金８が最初に操作された時、まず、撃鉄２を動作させる掛け金７の後端または撃鉄
３に作用する掛け金の後端が、摺動部２４の該当する水平受け板２６ａまたは２６ｂによ
って持ち上げられる。撃鉄２，３のいずれの掛け金の後端が持ち上げられるかは摺動部２
４の位置によって決まる。ここで、掛け金７の前端に位置するロック突起１４が対応する
撃鉄ホルダ６を解放する。図１に示す摺動部２４の引張位置では、引き金８が最初に引か
れた時に撃鉄３が解放されて、図２に示すように下部点火ピン５に作用する。点火ピンば
ねの作用で撃鉄３が前方に動くと、いずれの側にも旋回可能な切換要素２７の切換部４１
が横に倒れ、切換要素２７は、ばね３７の作用でロック構造部１に対して前方に図５に示
す位置まで移動でき、その位置で、揺動片３１の前面ノーズ部３５が掛け金７の後方延長
部１８の下に嵌る。引き金８がもう一度操作されると、掛け金７の後端が揺動片３１によ
って持ち上げられ、撃鉄２に作用する撃鉄ホルダ６が解放される。ただし、摺動部２４が
前部位置にある時に引き金８が最初に操作された場合は、上部点火ピン４を駆動する撃鉄
２が最初に解放される。その結果、切換部４１が逆方向に倒れ、ばね３７の作用で切換要
素２７が前方に移動できるようになる。
【００２７】
　次に、多砲身小火器の２重発砲、すなわち、小火器の反動動作中における意図しない２
発目の弾丸の発射を防止する切換機構に生じる動的プロセスについて、図２～図５を参照
しながら説明する。
【００２８】
　図２は、最大値まで加速度が増加する反動動作中の砲安全装置を示す図である。この状
態において、ばね３７によって前方に付勢された切換要素２７は下部ロック構造部１と接
触している。後方への加速中に、慣性力が振子錘４４を前方可動域に動かし、揺動片３１
が切換要素２７に対して後ろに移動する。振子錘４４が図２に示す前方可動域の終端に達
した時、揺動片３１の前面ノーズ部３５は、切換要素２７が前部位置にある場合であって
も２つの掛け金７の後端延長部１８から距離Ｌ３だけ離れている。つまり、この状態では
２発目の弾丸を発射できないことを意味する。
                                                                                
【００２９】
　加速に続いて、小火器の減速が始まる。この減速によって、必ず、図３に示す切換要素
２７が、まず、ばね３７の力に逆らってロック構造部１の背面壁３９に押し付けられ、次
いで振子錘４４が図３に示す後方可動域の終端まで後方移動域を移動する。その結果、揺
動片３１もまた、ばね３４の力に逆らって切換要素２７に対して後方に移動し、最終的に
切換要素２７と接触する。この位置において、揺動片３１の前面のノーズ部３５は、２つ
の掛け金７の後方延長部１８から距離Ｌ４だけ離れて位置する。つまり、この状態でも２
発目の弾丸を発射できない。切換機構は、ばねの復元力が切換機構の初期力を超えるまで
前述の状態を維持する。
【００３０】
　減速局面が終了した後、切換機構は再び前端位置に移動する。この過程で引き金８が操
作された場合、図４に示すように、揺動片３１のノーズ部３５は掛け金７の延長部１８の
下に嵌ることができず、矢印Ｋに示されるように掛け金の後部エッジに押し付けられる。
この位置では、第２の撃鉄２を解放できない。揺動片３１のノーズ部３５は、引き金８が
解除されるまで、掛け金７の延長部１８の下に嵌ることができず、２発目の弾丸を発射で
きない。
【００３１】
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　ただし、減速局面が終了した時に引き金８が操作されていない場合、揺動片３１のノー
ズ部３５は、図５に示すように、掛け金７の延長部１８の下に嵌入できる。ここで、揺動
片３１によって、２発目の弾丸を発射する掛け金７を駆動できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】発火準備が整った始動位置で最初の弾丸が発射される前の二重砲身のドロップ式
小火器のロック装置を示す図である。
【図２】最初の弾丸が発射された後で加速度が最大まで増加する反動中の図１のロック装
置を示す図である。
【図３】最初の弾丸が発射された後の減速局面にある図１のロック装置を示す図である。
【図４】最初の弾丸が発射された後の減速局面が終了した時点における図１のロック装置
を示す図である。
【図５】２発目の弾丸を発射する位置における図１のロック装置を示す図である。
【図６ａ】図１～図５に示すロック装置の切換機構の側面図である。
【図６ｂ】図１～図５に示すロック装置の切換機構の上面図である。
【図７ａ】図６ａ，６ｂに示す切換機構の動作を説明する図である。
【図７ｂ】図６ａ，６ｂに示す切換機構の動作を説明する図である。
【図７ｃ】図６ａ，６ｂに示す切換機構の動作を説明する図である。
【図８ａ】摺動部と引き金の詳細を示す図である。
【図８ｂ】摺動部と引き金の詳細を示す図である。
【図９ａ】図８ａ，８ｂに示す摺動部の側面図である。
【図９ｂ】図８ａ，８ｂに示す摺動部の上面図である。
【符号の説明】
【００３３】
　１　ロック構造部、２，３　撃鉄、４，５　点火ピン、６　撃鉄ホルダ、７　掛け金、
８　引き金、１２　上部ロックエッジ、１３　下部ロック突起、１７　下方突出片、１８
　突起、２４　摺動部、２７　二又切換要素、３１　揺動片、３５　ノーズ部、４１　切
換部、４２　押圧要素、４４　振子錘、４６　開口、４８　調整カム、４９　側面窪み、
５０　傾斜接触面、５１　傾斜接合面。
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